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名古屋市蓬左文庫

Nagoyashi Hosabunko 

続 ・蓬左文庫三十年

蓬左文庫がいよいよお国入りときまり、約 6万5千冊にのぼる蔵書の荷造りが始ま ったのは、昭和

25年 9月上旬であった。名古屋市からは、社会教育課の職員数名が上京し、きびしい残暑の中を約10

日間、書籍の点検や箱詰めなどの作業に従った。 3II寺の休憩i時間にも、菓子はおろか、お茶さえも不

足がちのl時代で、サッカリ ンを冷水にとかしたものが唯一の甘味であった。

書籍が名古屋に到着し、現在の書庫に収められてからも、

その桁！砕きや再慾型には、意外に手聞がかかっ た 。 ~堅窓、式の

書庫は、秋口はまだしも、冬ともなれば巨大な冷蔵庫と化す

る。そこで、たびたび外へ出ては焚火をする。休が温まると

その都度、焚火を消してから、又、書庫へーーという具合で

あった。書庫の周辺も、荒涼たる焼跡で、今は牡丹などの花

壇に変わったあたりも、瓦や石ころが散乱し、雑草の聞を、

シマヘビなどが出没した。マムシも 2度ばかり見かけたこと

がある。施設の方は、翌26年の初、焼

け残った木造の倉庫を改造して、事務

室と｜刻覧室とができたけれども、風通

しがよすぎて、夏は涼しかったが、冬

は勺令房完備か？で、オーバー着用の

まま、火鉢を抱きながら執務するとい

う状態がつづき、また、事務室 ・閲覧

室と書庫とが別棟のため、雨の日の出

文庫蔵｛！｝発送の日 （昭和25年9月）

旧閲覧室 ・事務室（昭和30年頃）
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納には、傘を必要とした。ガス ・ストーブが入り、リノリュームが床に数かれ、通路に屋艇が設けら

れたのは、何年かのちのことである。

さて、昭和34年、兼築の「名古屋能書」の刊行が開始された。続編を加えて45巻、 10ヵ年にわたる

大事業である。このおかげで、当時の職貝 2名のところ、 1名停i員されたが、それでも追い付かず、

以後 、毎日が月 II在日砂ともいうべき II寺期がたびたひ初心いた。この問、 40年 7月、来図書館新築が成り、

文庫はその 2llf!に同居することになった。ちなみに、この辺一帯約6,600m＇の土地は、文庫の敷地とし

て、徳川義税さんから市へ寄付されたものである。ともあれ、文庫も而目一新、明るい近代的な新館

の中で、安全かつ能率的な執務が可能となり、ささやかながら、展示室も開設された。

「名古屋l'tH~r-」が難航をかさねつつも予定通り終了したあとは、これも待望の総合目録の刊行に切りか

え、 5ヵ年を費やして、 j英籍 ・図書 ・古文書古絵図の各分類目録3巻を世に送り、これと前後して、

「名古屋叢i~l＝・」の総目録と索り 13巻を出した。 この間「尾州茶屋文科」「尾崎久弥コレクション」「小柄井

不木文庫」など合計約2万点の寄贈を受け、これらの務理や目録の編集などもfjf-行的に進められ、な

お続行中のものもある。

30年の歩みをかえりみると、今からは信じがたいょっなことが多かった。温故知新一一一この機会に、

そのいくつかを拾い書きしておくのも、無意味で、はないと思う 。 （織J究）

おわび ：l号において、特別展を「翌26年4月」としたのは「 2月」の誤リでした。つつしんで訂正いたします。

｜展｜京｜風｜ょI') I 

6 1 (11)～ 7. 31(利 浮 世 絵

浮世絵版画は、主に都市民衆を対象として生産され

たから、彼らの好みを敏感に反映して尽きるところが

ない。浮世絵師たちは、いろいろな而において最新の

流行を競って描き出した。たとえば、そのH寺々にもて

はやされた人気役者や美人の型などに粕通し、 li物の

柄や！訟きものの形、家具 ・ 制度から小物~iに至るまで

世のはやりすたりを取り入れて、めまぐるしいばかり

のバラエティを示している。

このような流行感覚とあわせて、絵師たちは作品の

中に、しばしば、四季の変化や年中行事をも雌り込ん

だ。浮世絵における季節の表現は、単に ＇＇1Eを添えるH

程度のもの、象徴的な意味をもつもの、時にはそれ自

体が主題をなすものなどさまざまであるが、そこから

感じられる雰囲気は、四季の変化に直接結びっく生業

江戸 の四 季 第一部

を営んでいた炭山漁村の人々と然なり、余絡をも っ

て季節Iを楽しむことのできた者llrl'i民主W:のそれであり、

その点では、季節感を丞くみる何I＇文学などとも共 i凶し、

それらの伝統をもっ現代人の好みに投ずるところも

多い。また、花見や物見遊山、納涼花火大会などの

レクリエーション、五節句等の行守Eが民衆化した機

子を具体的に諾ってもいる。それはもちろん、近i!!・

市民の生活のすべてではないが、たとえば夕立に洗

瀧物を取りこむ女たちの姿からは、平和で素朴な生

活の息づかいが聞こえるし、桜や秋草を1r:l;tに、変

うつな表情をただよわせる遊女の図からは、近世末

期の民衆の屈折した暗いエネルギーの一端がうかが

われたりするのである。
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〈春の部〉

口
口口

1 よし原十二月のうち 机月
抑li涜 .t~ ）~＇ 幾 l 枚

2 道外武者御代の若餅
-J孟1百万／，'r, l枚

3 〔獅子舞〕（赤rn絵）
岡安 l枚

4 当世立衆見立五節句 （人目）
＇~~＇.！！I （三代目） l枚

5 よしはらやうじ郎のpq：李芯（ 2月大事11楽）
淡 m』匹以 l枚

6 〔節分〕（相自絵）
同安

7 来者II高名会rm尽憾の木
！ι！同（三代iI) 

8 俳fill十哲ノ内丈草
t守録 f~ 岡山

9 当t並立殺見立五節句（ひな祭）
政問（三代目）

10 岡本屋内盟岡
I実斎英米

11 〔畳格古之図〕
歌！舟（二代目）

12 〔六歌仙の内〕小野小町
広 lf(

13 1E名所東百景飛鳥山之花
I実 E苦笑以

14 光氏温泉遊興ノ図
＇~~＇.凶（三代目 ）

15 名所江戸百：Ht 吾妥橋金if~山遠望
広重

16 風流名li1i字尽柳 （りう ）
制鋭機 j.F.j芳

〈夏の部〉

17 法〔みのり〕（創目）
五湖：－；i:i'i J;i; 

18 浮世美人十二箇月 五月川ぴらき
淡斎英政

19 〔六歌仙の内〕在原業平
広重

20 〔かきっぱた ・五代目幸四郎〕
盟国（二代目）

21 浮世流行花暦 木場のかきっぱた
淡 E苛~ J込

22 浮世美人十二箇月 六月天王祭
t笑 E語英泉

23 当盛六花撰紫陽花
盟国（三代目）

24 諸国名所百景京都四条タす Jみ
広 fil

25 〔夕立之図〕
五波平図 i'.i

26 本朝風景美人競相模江ノ l鳴
香虫院後国 l'l

l 枚

l枚

l枚

l f.文

l f文

l f文

l tJc 

l枚

3枚絞き

l t文

l 枚

l f文

l tJc 

l枚

l枚

If文

l t文

If文

If文

1 t文

1 f文

目 を表

27 今線七小町 ｜期でら
一 切蔚 l•I ）~＇ l枚

28 東海道名所之内 t工之品
l宣 i'i・ /l: if¥ i枚

29 耐｜玉lタ納涼之図
作燃後（一階成H~＇. J.EJ 3枚絞き

30 東部両国紙夕涼図
一 本蔚英米 3枚続き

31 六十余州r.所図会 尾長作品天七然り
11: lf[ l枚

〈秋の部〉

32 文月の七夕
初 fkt~ 国 J；・

33 当｜止立1'K見立五節句 （七夕）
位国（三代目）

34 今様七小町 そとは
一 男氏同方

35 金〔砧を打つ図〕
初i保健l苅｝；一

36 江所名所四季の脈高検月の）；｛
広 iJ1

37 〔秋草美人図〕
I笑斎英｝込

38 〔六歌fillの内〕文屋康秀
ri: 111 

39 r fiiJ 〕僧正遍！！｛＼
広原

40 r 同 〕喜撰法師
広 m

41 古今集和歌づくし きのとものり
渓斎』定以

42 i佐源氏教訓図会桐蛮
- !TJ斎 l玉l)'j 

43 w機！i~狂言尽
h'I 長

〈冬の部〉
44 :Ii勢図世見見立十二直破

（神無月夷誹） 許制緩収凶

45 新吉原年中行事十一月
t笑 E若よ忠良

46 本朝風景：美人競大和吉野
T写燃峻同点

47 来者II金龍山浅草寺雪長
英米

48 江戸名所 日本紙雪Ui'lの朝
広 1fI

49 当盛美人揃之内
傍燃 f豊国内

50 見立廿四孝之内 孟宗
五風；.；i:i'i虎

51 lil流絵兄弟 ふしみ常総
香鍛 f豊岡山

52 仇競今様姿向島の雪
E是斎~ Jil 

l 枚

l f文

l f文

l枚

3tH'1き

l枚

l枚

l枚

l f文

l ＋：文

l +Jc 

l t 

l枚

1 I：文

If：文

l枚

l枚

l枚

If.文

If文

l枚

〕は仮題
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〈歌川派〉 歌川盟存を佑lとする浮世絵の一流派であるが、盟国が登場するにおよんで、ほとんど浮世絵界を独
,1；し、文化以後はその主流となった。門人が非’ii＼＂に多〈、ここにあげたのはその一部にすぎない。
菊川英山を祖とする一派 （英山の父英二は狩野派の画家） て＼ 門弟も多いが、類別に流され、ひと
り英泉が光彩を政つのみである。

〈菊川派〉

第二部です。

次回展示会 （8・9月）は

浮世絵 ・江戸の四季
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コラム
前号の 「御本」印記に次いで古くかっ重要な印記。 w尾

蓬左文庫の蔵書印

その2 「尾似内 l•l ； 」 印記

俄ゑ 2-.~ 

｜場砂は名rt'!屈を、 、、内/III＂は名古属城二の丸庭園の一隅にあ

った奥御文庫を意味する。たて ・よこ共に 6.7cmの大型印

で、 「待II本」印に比較すると、宇休なども複雑でものものし

い感じが強い。使用された時JVIは、尾坂務二世光友の頃ら

しく、初代義l立と光友の蔵：jl~：に f奈 されているが、義直の方

がはるかに多〈、相当な数に達する。（前号で、義直の政訟の 明ほとんどすべてνに 「御本」印記が有

るよ うに告・いたのは、常者の思いちがいなので、これを、、おおむね仰 と訂正させていただく 。） 「本朝

皇胤紹運録」（中）や「日本；IHf.己纂疏」のように、 「御本」印と「尾陽内庫」印と両方ともにおした例もある。

とこ ろで、前号にも記した駿河御譲り本は、家康がそのl晩年、駿府 （現，'ff~岡市 ） に設けた駿河文庫

の蔵書およそ l万点を、その死後、遺命によ って、おもに尾張 ・紀州 ・水戸の三家に分殺したもので

現在、最も大量に明確なかたちで保存されているのは尾張家の分、すなわち蓬左文庫だけといえる。

有名な金沢文庫本 「続日本紀」や 「斉民要術」など重文級の典絡や

家康がみずから刊行したわが国最ー初の金属柄字版「1洋；li：治要」など、

まれにみるi'i:illな図書が多〈、政治家および人間としての家康の幅

の広さや奥行きの深さを示すユニークな資料群となっている。なお、

御譲り本については、川瀬一馬博士の新制IIな研究が、早〈昭和 9年

（「書誌学」 3ノ3）に発表されている。

「尾陽内！！II」印
（おりも さぶろう・蓬左文庫調査研究員）

ι出

資料紹介 ② 
尾~Kの地誌というと、 「リ長州府志」（宝！杯 2 ) 「張

州雑志」（天II):）年IHJ) 「IおIH旬行記」（文政年1111）「尾

張名防図会」（｜百］）「尾張志」（天保15）「尾張名所図

会」 （同）といった大部のものが、すでに納車ljまたは

復刻されてよく知lられているが、安永年IHJ(1780頃）

の成立とみられる 「蓬州旧勝録」 は未刊で、前本（22

巻231nt,徳川林政史研究所蔵）と抄本 （岩瀬本14冊・

蓬左本2il仕・鶴鈴本2冊等）によって伝えられてきた。編

者の長前説装計 （鈴木作Jl)J）は、「尾州家分限帳」

（明和一天明頃、本文庫総＜29-2）） 等によれば、

西新町に居住する三十依取りの下級藩士 （その子作

十自IIは五十依 ・馬遡組）であった。戯作者風の筆名

を用いているが、内谷は「延菩式事，，名帳」はじめ

「尾防雑記」「尾~l~大似」等、百純にも及ぶ史料を引

用しつつ縦集した労作で、長II子に述べる通 I）「古書

に ~m し、村老・雑夫の口 (ii＼！に残りたれば、軟給する

は見る人の心に有らめと、只其｛尽に拾ひ綴りて冊と

なし」ている。対象とした地域は、名古屋減下、尾

張八郎、及び尾張滞領としてのI農・信 ・ 摂・江~· I‘｜ の

ー苦IIで、末尾に城下の年中行事御祭礼式も付してあ

り、 'I'!. i止ともにすぐれた地誌のーっとなっている。

本文庫に林政史本の筆写本があり、閲覧に供してい

る。

- 5 -



出版物

名古屋市蓬左文庫j英籍分~i 目録（ s .50年干lj) 3,500同

名古屋市運左文庫図書分額目録（s .51年干lj) 4,000円

名古屋市蓬左文庫古文書古絵図目録（s . 51年刊）

2,500円

尾崎久弥コレクショ ン目録第一集（s .52年刊）1,500円

同

同

第二集（s .54年干ij)1, 500円

第三集（s. 55年刊） 1, 500円

名古屋3能性（正編）索引・総目録（s .53年干lj) 2' 000円

覧

名古屋被告統制索引（s .47年干lj)

同 総目録（s .44年干lj)

,g｛－本解員fi図録第－~ （ s .43年刊）

同

同

第二集（s . 55年再版）

第三集（s . 55年再版）

700円

400円

200円

300円

300円

i査左文/ol！重要文化財図録（s . 52年刊） 200円

日本の古典〈注左文庫図録＞（ s .52年千lj) 200円

i釜左文庫.ilJ;（氏物語図録（s .53年刊） 300円

＊以上の出版物は、本文庫事務室において頒布しています。郵送希望の方は郵送料が必要ですので、お問い合

わせ下さい。 屯話 （052)935-2173

甲骨「普本解足j図録」の再版がでーきました。これは本文庫の普本 （－i't亙図｛Ir-)について解説を力IIえたものですが、

第一集には駿河御説本の内から手um三十位が 第二集には同じく泌絡三十七組が、第三集には日本古代の古

典三 十股が収録されています。

[> [> b 利用ご案内 寸寸寸

t>開館時間 午前9時30分～午後5時

t>休 館 日 毎月II ／~日 ・ 第3令 11/i] 日 （ 館内守主主l［日 ）

祝日（日附にれる場合Ii日曜開館、月火休館｝
¥flBll II H・火休館 J 

年末年始(12月281:1～l月4日）

b閲覧料 普通図内無料

［＞展 方三
4』
:JJ: 

重要図書有料（l ;'fj¥ 100同）

特別展を除き入場無料

t>複写サービス 普通図書のうち保存上杉科のないも

名古屋市蓬左文庫

干461名古屋市東区徳川町2-27

ft ( 052 )935-2173 

（＇打パス新出米町北 lOOm
山口 l町 :lit500m} 

D =  のについて複写サービスを行ないま

す。その他、マイクロフィルムの利

用 、写真版；；移等の申請を受付けます

ので、ご米！車の上、ご相談下さい。

l仙 沼I
I H山

名古屋市蓬左文庫

主山口If・名古住駅 主k松・1'.1111ケfr.

• ,r,パ λlli/U~町

「蓬左」第 2号 会昭和55年 6月1日発行 食編集 ・発行： ；名古屋市蓬左文庫（東区徳川町 2-27) 

会無料会不定JUJ刊行 会印刷 ：大同印刷（東区泉 2-3-18)
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